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明治大学 創立者出身地への学生派遣プロジェクト 

鹿野ブランドつくり 

～ 鹿野の隠れた〝おいしい〟を発信する ～ 

鹿野ブランドつくろう隊（鳥取⑤グループ）報告書 

2012年 12月 06日 

鹿野ブランドつくろう隊 

明治大学 リーダー グローバル・ビジネス研究科 １年 田中 宣成 

農学部 ３年 佐伯 爽 

農学部 ２年 包 辰 

政治経済学部 ２年 植村 正之 

 

【１】メンバーの意思確認によるチームビルディング 

●田中 宣成 

東京に住む私達と鹿野町の方々が共感できる鹿野ブランド創りにより、全国へ大切にすべきも

のを発信したい！ 

  ●佐伯 爽 

世界でも日本でも身近な人と笑顔でいたい。 

鹿野町で出会った方々とも、ブランド創りを通して笑顔でいたい！ 

  ●包 辰 

いつか皆に愛される食品を作りたいと思っているので、新しい鹿野ブランド食品を創りたい！ 

●植村 正之 

将来公務員として地域活性化を行いたいので、何度も訪れたい鹿野町のブランドを創りたい！ 

【２】第 1回熟議 

［１］鳥取県参加者 

鹿野町総合支所 産業建設課 課長 乾 孝幸さん 

鹿野町総合支所 産業建設課 主任 清水 保朝さん 

ＮＰＯ法人 いんしゅう鹿野まちづくり協議会 理事 大石 進さん 

ＮＰＯ法人 いんしゅう鹿野まちづくり協議会 事務局 平田 芳子さん 

 ［２］内容 

  （１）明治大学チームの事前調査報告 

     ①鹿野町をイメージするキーワード 

蕎麦 カレー 温泉 ミュージカル すげ笠弁当 ハス（苔玉） 藍染め 

梨（梨狩り、梨料理） コナン 鳥肉 乳製品 街並み 自然 そばの花ウォーク 

     ②web上の鹿野町の認識 

       Web上の鹿野町の認識について、オープンコンテントの百科事典であるウィ 

キペディアによると「鹿野（しかの）は、鳥取県鳥取市西部にある城下町。」 

とされている。 

     ③アンテナショップ「食のみやこ鳥取プラザ」での調査 

●物産販売ショップ 

らっきょうの種類の多さに比べ、鹿野町の商品は僅か３点であった。株式会社ふるさ

と鹿野による「鹿野純そば」「きゃらぶき」「梅干し」である。 
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●レストラン「OSTERIA monte-mare TOTTORINE（オステリア・モンテマーレ・トットリー 

ネ）」 

サラダも含めて全体的にボリュームが多い印象であった。味は良いが、イタリアンで

あることからも鳥取県をイメージしにくく、鹿野町とは遠いものであった。 

 

  （２）明治大学チームの提案 

     蕎麦 ＋ 野菜 ＋ カレー ⇒ 新たな和風カレー蕎麦、城下町薫る鹿野町 

     ○詳細 

         和風だし ＋ 野菜 ＋ カレー粉を練り込んだ蕎麦 

和風だし ＋ 鳥の生姜焼き ＋ 野菜 ＋ カレー ＋ 蕎麦 

和風だし ＋ 牛乳 ＋ 野菜 ＋ カレー ＋ 蕎麦 

       ○ブランド化 

         明治大学における学生食堂での提供 

長期的目標としてＢ－１グランプリへの出展 

  （３）熟議課題 

      まずは、鹿野町のおすすめのものを食べて欲しいとのこと。追加調査として、「かりん坊、

かりんちゃん」「鹿野ドック 一心庵」「ジェラート 橋本牧場 イタリアンジェラートアイ

ス工房」が追加となった。 

【３】第２回熟議 

［１］内容 

  （１）明治大学チーム、鹿野町の食べ歩き 

●かりん坊、かりんちゃん 鹿野往来交流館 童里夢  ●鹿野ドック 一心庵 

              

●ジェラート 橋本牧場 イタリアンジェラートアイス工房 



3 

 

●猪ＢＢＱ            ●ざるそば 鹿野そば道場 

      

 ●地鶏カレー 鹿野往来交流館 童里夢 ●究極のとりピヨ丼 鹿野往来交流館 童里夢 

     

●地鶏そば 鹿野おもしろ市 そば処  ●サラダそば 鹿野おもしろ市 そば処 

      

●カレー茲矩 喫茶アイガー      ●どんどろけ醤油焼うどん 喫茶アイガー 

      

●そばアイス 山紫苑 
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  （２）農産物生産者さんへのヒアリング 

      生姜（原田 晏年さん）と蕎麦（ハマダさん）に共通して、無農薬にこだわっている点が

あった。また、販売方法に関してはアプローチ方法がよくわからず、課題となっている旨の

お話をいただいた。 

  （３）明治大学チームの提案 

     自然 ＋ 歴史 ＋ 生姜 

→ 鹿野では当たり前のおいしさは…食べなければわからなかった！ 

⇒ 新たな歴史食 

鹿野町の種類豊富な食べ物を食べた結果、地元の人は当たり前だと特別視していなかった

ものが外から来た我々にとっては新鮮で、ブランド価値があることに気付いた。中でも我々

が注目したのは、鹿野の「自然」、「歴史」、「生姜」である。この三点をブランドイメージの

中心に据えてブランドつくりを進めていきたいと考えた。 

     ○詳細 

生姜パウダー ＋ いのしし ＝ いのししの生姜焼き丼 

生姜パウダー ＋ いのしし ＝ いのししの生姜から揚げ丼 

生姜パウダー ＋ いのしし ＋  蕎麦 ＝ いのしし生姜焼き蕎麦 

生姜パウダー ＋ 地鶏 ＋ 蕎麦 ＋ カレー 

＝ 地鶏生姜焼きカレー蕎麦 

  （４）熟議での合意 

      生姜に係る亀井茲矩の歴史を使った、歴史食での鹿野ブランド化 

     鹿野城主であった亀井茲矩は、東アジアとの朱印船貿易により生姜をもたらしたとされる。 

【４】中間発表会後の活動 

［１］ももんじや・豊田屋での調査 

創業 1７18年、両国（東京都）にある猪料理屋さんにて調査をしました。店員さんによると

丹波篠山（京都）産の猪肉とのことでしたが、鹿野町で食した猪肉では感じなかった臭みを少

し感じました。 

 鹿野産の猪肉は、おいしいと確信しました。 

 

 ［２］サロン燦（明治大学 ﾘﾊﾞﾃｨﾀﾜｰ 23階 展望ﾚｽﾄﾗﾝ）試食会 

いのししのしょうが焼きの試食会を行い、合わせて株式会社永谷園の生姜部さんより取材を

いただき、後日公式ブログにて記事となっております。 

 ［３］明治大学 学生食堂での提供問題 

     この時点で鹿野町の担当の方が、平田さんから急きょ平野 智（ＮＰＯ法人 いんしゅう鹿野

まちづくり協議会暮らし・働く場コーディネーター）さんに代わっていました。 

①猪に係るコストの問題 

食肉加工や仕入コストがかかり（１ｋｇあたり３，０００～５，０００円）、学生食堂の
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丼の価格帯４５０～５００円には厳しいものであった。 

    ②サロン燦にて提供の検討 

さらに、ネット販売も含めて多方面の拡散を提言する方向性に至った。 

【５】まとめ 

鹿野城主であった、亀井茲矩は、本州以北で唯一朱印船貿易を手掛けていた大名である。その

朱印船貿易を通して、東南アジア（カンボジア付近）から生姜が入ってきたのが鹿野の生姜の歴

史の始まりである。それから 400 年が経ち、長い年月、この鹿野の街で栽培されたことにより、

鹿野の街の気候・風土に合った生姜が出来上がった。いま現在精力的に無農薬生産されているの

は、原田さんを中心とした少数の生産者ではあるが、気候・風土に合った品種を使うことで、お

いしい生姜が作れる条件も整っている。 

生姜について長い歴史があることが、この鹿野町のブランド資産であり、今後も大きく活用す

べきである。そばを調べている途中でも、今現在そばで有名になっている街は、多くの生産量を

誇る町か、そばの歴史を持ち合わせている町であった。 

そのようなことを考えた時に、この生姜の歴史があるという部分は、大きな強みになるであろ

う。 

 

※ウマモナドの４つのＰＲにつきましては、 

別途 すずかけ 筒井さんに送らせていただきます。 


